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のクラス活勤 を実践 してみた。その授業例 をここに紹介 してみたい。
II聴 解 クラス授 業例.
1)%春 上2ク ラス
時間=(水)・(木)の5限 目1コ マずつ。
学生=7名(ア メ リカ ・ロシァ ・ポ ーラン ド ・フラ ンス ・香 港 ・韓 国 ・
タィ)。学 生問 のレベ ル差 が少 な く,明 るく,ま とまっているク
ラス。
教材 ・活動=「 ニ ュースで学ぶ 日本語」 「青 春家族 」
教師 がテ レビ録 画 したニ ュース,料 理番組,バ ラエテ ィ
ーな ど.
学生 が 自分た ちで ビデオ作品作成。
2)叫 春上2ク ラス
時間=(水 〉の3・4限 目。
学生:5名(ド イツ ・イ タリア ・チニコ ・韓 国2)。学生 問の レベル差 が
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大 き く,レ ベル の高 い学生 は外 国人 ばか りの ク ラスに不満,レ
ベル の低 い学生 は他 の学生 につ いてい くの も必死,そ れで も仲
良 くや ってい こうとい う気 持 ちは持 っている。
教材 ・活 動=教 師がテ レビ録画 した ドラマ,バ ラエテ ィー。
(ニュースは十分理 解 できるか ら必要 ない との こと)
学生 が順番 に映像 ビデオ(テ レビ ・映 画)を持 って くる。目
学生 が 自分 たちでビデオ作品作成。
3)94秋上1ク ラス
時問:〈 水)の3・4限 目。
学生=毎 回出入 りが あ り人数 がつかめない(m～20名 ぐらい)。 人数 の
割 に静 か で反 応 が乏 しい.
教材 ・活動:「 ニュ」スで学ぶ 日本語 」
教 師 がテ レビ録画 したニュース
(ニュースの聞 き取 り練 習 を希望 す る学 生 が 多 か ったた
め)
イ'ンタビュープ ロジェク ト〈途 中で挫折)
IH教 材 ・活 動
IIであげた授業例 を教材 ・活動別 に分 けると次 めよ うにな る。
1〉 目本語教育用教材 を使用 する
例 「青春家族 」(全14護)
93春上2ク ラスで使用 。(全8コ マ〉
は じめに登場人物 と人 問関係 を紹介。毎回2話 ずっ進 む。そ の 日のス ト
ー リー を説 明 してか ら1話 分 のビデオ を一度見せ る。学生 は言葉 が全部聞
き取 れな くて も登場 人物 の行動 の しかたや 目本 の習 慣 につ いて理解 で きれ
ぱよい。 そ こでわ か らなかった ところ,疑 問 に,思った ことな どを質問 し,
教師 が説 明 を加 えた り全員 で話 し合 った りしな が ら,自 分 の生 き方や考 え
方 と重ね合わせ て比較 してみ る.も う一度 同 じ話 を見せ て次 の話 に入 る。
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毎時間 これ を くりかえ し・12話まで見 せ てか ら,こ の物語 の結末 を学生 に
作 らせ てみ る。最後 にそれぞれの学生 が 自分 の作 った話 を発表 し合 い,実
際の結果 と比べ てみて,ど れ がお もしろか.g之か話 し合 う。
「青春 家族 」は もともと 耳HKの 朝 の ドラマで半年 間激送 された ものを
短 くし,たものなのでズ トー リ・一展開に無 理 があ 凱 家 族問のあま り意味 の
ない くだけた会話 の部分 が多 く,あ る特 定.の機能 を持 った発話 が少 ない。
学生た ちか らの反 応 も 「お もしろか った けれ ど,も っと自分 たち と同年代
の若 者 が出 て くる ドラマが見たか った」 とい うもの が多か った。 いわゆる
民放 の トレンデ ィー ドラマの方が よか った のだ ろ う。 しか し,準 備 の手 間
を考 える と匿成 の ものを選びた くなる。.
2)テ レビ ・ラジオ番組 を教師が録画 ・録音 して教材 とす る
例2時 問 ドラマ ア三毛猫 ホームズの結婚披露宴』
94春クラスで使用。・
このビデオ は,93年度高麗 大学校夏期講座(2日間〉で も使用 した もので
ある.準 備 として,録 画 した ビデオ約2時 間か らCMと ドラマの本筋 に
影響 ない部分 を抜 いて約80分 に編集 。主 な登揚 人物,結 婚式 関係 の言葉,
殺人事件 関係 の言葉 のリス トを作 り,犯 人探 しに特 に重要 な部分 の会話 を
文字化。
実 際 の授業 は,ま ず,登 揚人物 と簡単なス トー り一 の説 明 を(高麗 大学
校 の時 は学生 の レベル が さまざまだ ったた め言葉 の説 明 も〉して,犯 人 は
誰か を探 す ことが 目的で ある ことを指示 、 は じめの1コ マで殺 人事件 が起
こるまで(約45分)を見せ,自 分 の推理 につ いて話 し合 う。次 の時問(高麗
大学校 の時は次の 日)に残 りの約35分 を少 しずつ見せ なが ら犯 人 を特定 し
てい く。 この ような方法 で行 った ところ,.学生た ちか らにr言 葉 のわ か ら
な いところは あった 恭,・まるで自分 が探偵 になった よ うな気分 で話 の中 に
入 って いけてお も しろか った。」と好評 で あった。.しか し,や は り準備 の手
聞 を考 える と毎 回で きるものではない。
これ以外 の番組 については,当 た り前 のことであるが,料 理番組 は,料
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理 が好 きな学生 には よ くわか るが,料 理 を しな い学生 には わか りに くい。
ニ ュースやスポーッ番組 も同様。.また,お 笑 い丼 ラエ テ才一番組 を見 て も
うま く笑 えない とい う学生 が多 い。顔 の表情 やア ク.ションで笑 わせ る も.の
にはづ いて いけるが,∫ 笑点 の大喜利」 の ようなもの になるとよくわか ら
ないようで ある。言葉 による笑 いにっ いてはもっと深 く研 究 してみる必 要
が あるだ ろう。
3)学 生 が自分 でテ レビ番組 を録画 した リビデオ を借 りた りして持 って く
る...
.財 春上2ク ラスで実施。
学生 が順番 に ビデオ を持 ってきて,,担当者 は 内容そ の他 につ いて説 明,
全員 で ビデオ を見 て,さ らに話 し合 いをす る,とい う形式 の授 業(3コマ ×5
回)。たまたま このクラスは人数 も少 な く・自分 の部屋 にビデオ デ ッキ を持
っていて・テ レビの録画 を した ヲレンタル ビデオ をよ く借 りた りしている.
学生 がほとんどだ ったた め,こ のよう姻 舌動 ⇒藩 きたので ある。 因 みに,
学生 が持 ってきた ビデオ は以下 のものである。
テ レビ=・rクイズ ところ変 れぱ1～』 『ヤ ン ・レツル物語』/・映 画=.r僕ら
はみ んな生 きている』『タンポポ』r駅STATION-
4)ビ デォ作 品 を作 る
93.春上2ク ラス,94春 上2ク ラ スで実施 。
プ ・ジ ェク トワーク の方法 で・学生た ちが教 室 の外 へ出 て撮影 したい場
面 を選び,日 本 での生活 の様子 を日本語 で説 明 してい る姿 をビデオカ メラ
で撮 り合 う。 さらに・ タイ目トル名 をみんなで考 え,時 間配分 ・揚 面選 択 な
どの編集作業 を行 い,作 品 を完成 させ るとい うものである。93年度 は 『早
稲 田留学生物語%』,舛 年度 は 『早稲 田パ ラダイス お気 に召 す まま』 と
い うタイ トル で完成 した。
この活 動 につい ての詳 しい説明は,参 考文献1を 参照 の こと.
目以上,教 材 ・活動 を斗つに分げてみたが,.既成の教材を使用する揚合で
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もただマニ 訟アル通 り'に理解 させて終 わるのではな く,学 生 の方 か ら何 か
新 しい もめを取 り出 させ るという活 動 に発展 させ る ことができる。 また・
学生た ちが意欲 を持 ち,ま わ りのさまざまな状況 が許 されれば》目3),4)の
よ うにほとんど学生 だけの活動 も可能 である。 しか し,叫 年秋 上1ク ラ
スのイ ンタビュープ ロジェ グ トのよ うに失敗 して しま うこともある。
IVま と め
上級聴解クラスとはンテープなどをただ聞いてわかればよいというもの
ではなく,聞いたものを出発点 として自分の考えを話 した り書いた り,他
人の意見を聞いた り比較 したPと いろいろな方向へ発展 させていくもので
ある。 しかし,上級クラスとはレ・っても同じクラスの学生全員が同じレベ
ルの日本語能力であるとは限 らないため,目また,学生 自身が理想 とする教
室活動方法がさまざまなため,簡単にまとめることはで きない。
例 えぱテレビニュースの聞き取 りに関 して"え ば,同 じクラスの中に,
ニュースを一度見ただけでほぼ正確 な情報 を得ることができる学生からほ
とんど内容が理解できない学生まで・さまざまなレペルの学生がいる。ま
た,ひ とgひ とつの言葉 よりも全体的な内容 を理解 したいというタィプの
学生 と全体的な内容よりも言葉ひとつひとつを正確に聞き取 りたいと吟う
タィプの学生がいる。本来,テ レビニュースとはその言葉 の母語話者が新
しい情報を得るための手段 であり,一字一句正確 に聞き取 っているとは思
えないボ,語 彙はすべて理解できているのである。 「上級 クラスなのだか














学生 と出会 う。1教室の中でおとな しく座っていて質問 された時だけ答える
とい う受け身的な学生が多い揚合は,は じめから教師主導で進んでい く方
がよい。「学生がその授業で何をしたいかを学生自身に考えさせ ることは
教師の手抜 きである」などとはっき り言 う学生 もいる。自分が今 まで受け
てきた教育スタイル しか認 めない学生に対 して無理に押 し付 けてもうまく
いかない。学生と信頼開係 がなくなってしまうだけである。学生自身が積
極的 に授業に参加 しようという意欲をはじめか ら持 っているか・ この方法
に慣れていない学生からうまく意欲 を引き出せた場合 に限 窮 うまくいく
のである。学生の性格 というだけでな く,時嫡的なもの,来 日の目的,日
程 の余裕なども関係があるようである。
学生主体といっても教師は何もしないわけではなく,授業の方向付 げを
した り、仕切 りをした りという役割 はしなければならない。
積極的 な学生 がそろっていたクラスでは 「ビデオ作品を作 る」 というよ
うな今 までに経験 したことがない活動でも,企画 を考える時点か らいろい
ろなアイディアが出てスムーズに行 うことができ,た だ参加す るというだ
けでなく,みんなで協力 してひとつのものを作 り上げるということに喜び
を感 じることもできたようだった。
このように聴解 の授業を学生主体で発展 させ ることによって・学生自身
が日本語能力が伸びたと自覚 し,耳本 についての知識 も増 え・今後の生き
方についてのヒントもつかめるようになると、悪われる。
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